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労
学
一
．
万
人
が
可
モ
畔
詐
訟

　
八
日
夜
、
莉
田
闘
争
一
周
年
、
山
崎
博
昭
追
悼
、
1
0
・
８
集
会
」
が
日
比
谷
野
外
音
楽
家
で
、
全
学
連
（
反
帝
派
、
中
核
派
）
を
は
じ
め
と
し
て
三
十

八
団
体
八
千
人
を
集
め
て
聞
か
れ
た
。
そ
の
あ
と
新
宿
で
か
米
軍
タ
ン
ク
車
阻
止
″
の
集
会
と
デ
モ
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
を
規
制
し
よ
う
と
し
た
警
視
庁
機

動
隊
二
千
名
と
学
生
、
労
働
者
、
市
民
な
ど
約
一
万
名
が
数
度
に
わ
た
っ
て
衝
突
し
、
百
五
十
名
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
学
生
の
投
石
に
よ
り
機
動
隊
は
追
い

散
ら
さ
れ
、
新
宿
駅
東
口
付
近
は
深
夜
ま
で
学
生
、
青
年
労
働
者
、
市
民
の
集
会
と
デ
モ
が
続
い
た
。

日
比
谷
で
「
記
念
集
会
」

　
1
0
・
８
救
援
会
、
三
里
塚
・
芝
山
連

合
空
港
反
対
同
盟
、
砂
川
某
珊
拡
張
反

対
同
盟
な
ど
の
呼
び
か
け
で
聞
か
れ
た

　
「
1
0
・
８
集
会
」
は
、
午
燃
八
時
す
ぎ

に
、
呼
び
か
け
団
体
代
表
の
司
会
で
始

め
ら
れ
た
。
集
命
亘
里
塚
反
対
同
盟

の
戸
村
一
作
氏
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
羽
田
闘
争
で
倒
れ
た
山
崎
博
昭

-

君
に
対
し
参
加
者
全
員
が
一
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
、
次
に
来
賓
の
あ
い
さ
つ

が
行
な
わ
れ
た
。
1
0
・
８
被
告
団
を
代

表
し
て
北
小
敵
氏
は
「
こ
の
階
級
裁
判

を
断
固
と
し
て
闘
い
抜
き
、
7
0
年
安
保

闘
争
を
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
」
と
の
べ

た
。
そ
の
あ
と
山
崎
君
の
母
堂
の
あ
い

さ
つ
、
各
市
民
団
体
、
反
戦
青
年
委
員

会
の
代
表
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
米
軍

を
脱
走
し
た
日
本
人
、
清
水
哲
夫
君
の

あ
い
さ
つ
と
続
き
、
最
後
に
各
学
生
団

体
代
表
の
決
意
表
明
が
行
な
わ
れ
た
。

　
藤
本
全
学
連
（
反
帝
派
）
委
員
長
は

　
「
こ
の
間
の
闘
争
を
革
命
的
に
闘
い
抜

い
た
我
々
は
、
1
0
・
2
1
国
際
反
戦
デ
ー

を
学
園
ゼ
ネ
ス
ト
と
中
央
権
力
闘
争
で

闘
い
、
来
年
一
月
の
佐
藤
訪
米
に
備
え

る
」
と
の
べ
、
ま
た
秋
山
全
学
連
（
中

核
派
）
委
員
長
は
「
山
崎
君
の
死
を
無

駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
我
々
は
7
0
年
安

保
闘
争
を
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
」
と
述

田
念

羽
記

1 0
間

べ
た
。
そ
の
他
に
息
器
共
闘
、
社
学

問
Ｍ
Ｌ
派
、
社
責
問
国
際
主
義
派
の
決

意
表
明
が
行
な
わ
れ
、
日
大
、
東
大
の

全
学
共
闘
会
議
の
代
表
の
あ
い
さ
つ
も

あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
に
▼
7
0
年
安
保

粉
砕
Ｖ
ベ
ト
ナ
ム
奪
命
勝
利
Ｖ
基
地
撤

去
、
米
タ
ン
阻
止
▼
巨
大
、
東
大
等
の

全
国
学
園
闘
争
を
勝
利
さ
せ
よ
う
▼
一

月
佐
藤
訪
米
阻
止
▼
1
0
・
2
1
反
戦
ゼ
ネ

ス
ト
を
塙
助
さ
せ
よ
う
、
な
ど
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
全
員
の
拍
手
で
採
択
刄
砂

川
基
地
反
対
同
盟
の
宮
岡
氏
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
午
後
九
時
集
会
を
終
え
、

全
学
連
、
反
戦
青
年
委
、
ぺ
平
遅
な
ど

約
五
千
名
が
新
宿
に
向
か
っ
た
。

　
一
方
新
宿
で
は
、
同
日
六
時
半
す
ぎ

か
ら
明
治
公
園
で
集
会
を
開
い
た
革
マ

柵をこわして新宿駅構内になだれ込む学生達

ル
全
学
連
、
社
責
問
解
放
沢
の
学
生
、

青
年
労
働
者
が
新
宿
駅
ホ
ー
ム
や
線
路

に
座
わ
り
込
ん
だ
か
蜀
機
動
隊
に
追

い
出
さ
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
日
比
谷
か
ら

中
松
沢
や
反
帝
沢
の
学
生
が
続
々
と
到

着
し
、
同
駅
東
口
の
駅
前
広
場
で
ジ
グ

ザ
グ
デ
モ
や
う
ず
巻
き
デ
モ
を
繰
り
返

し
た
。
そ
こ
へ
機
動
隊
四
千
名
が
実
力

行
使
に
移
り
、
同
駅
東
口
付
近
は
大
混

乱
に
陥
っ
た
。
し
か
し
去
年
の
羽
田
闘

争
を
上
回
る
動
員
を
行
な
っ
た
全
学
連

は
、
激
し
い
投
石
で
応
戦
し
、
機
動
隊

は
分
断
さ
れ
防
禦
一
犬
に
な
っ
た
。
苦

な

戦
の
１
隊
丿
謨
弾
を
使
い
な
が
ら
一
穴

冪
に
退
芦
答
・
樵
聚
の
い
む
く
．
に
作

｛
…
…
…
ノ
ト
’
Ｆ
Ｌ
・
・
’
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
か
才
訃
。
’
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ズ
ヂ
実
絡
成
一

　
…
…
…
一
・
］
Ｊ
　
夜
自
、
白
ｔ

会
が
提
起
し
た
に

拍
７
2
1
全
学
ス
ト
ラ

は
、
そ
の
後
、
各

会
、
白
門
連
盟
、

もごの夜

}-Z、jiい四

散
士

て
い
た
米
軍
立
川
（
ぶ

阻
止
闘
争
で
、
そ
の
四

反
帝
、
中
核
両
全
言
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全
国
基

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
共
に
ヱ

か
ら
夏
に
か
け
て
の
三
派
連
合
を
中
心
と
し
た
第
一

Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
衛
隊
は
同
基
地
の
拡
張
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

昌
回
、
三
更
塚
新
空
港
反
対
同
盟
な
ど
か
ら
約
千
人
が
結
集
し
て
「
立
川
苓
塑

″
反
対
ｊ
や
″
拡
張
阻
止
″
で
は
な
く
″
撒
洽
を
ら
の
主
方
向
と
し
な
け
れ
ぽ

集
会
は
、
滑
走
路
延
長
上
の
拡
張
予
一

定
地
で
あ
る
「
平
和
公
園
」
で
聞
か
れ

た
。
集
会
で
は
廃
帝
派
代
表
が
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
戦
争
一

般
と
し
て
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
革

命
戦
争
と
し
て
と
ら
え
て
、
が
侵
略
反

対
ｊ
か
ら
″
ベ
ト
ナ
ム
革
命
勝
利
″
へ

と
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
え
る
べ
き
だ
」
と

述
べ
、
ま
た
「
基
地
闘
争
を
″
反
対
″

と
か
″
拡
張
阻
止
μ
の
内
容
で
闘
う
の

で
は
な
く
、
″
基
地
撤
去
一
の
方
針
で

侵
略
・
抑
圧
の
拠
点
を
根
こ
そ
ぎ
な
く

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
て
。

こ
の
一
年
間
の
情
勢
の
変
化
を
ふ
ま
え

-
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す
な
わ
ち
大
学
　
分
離
せ
よ
’
″
‘
（
２
）
教
授
会
は
教
育
者
　
の
中
を
ひ
っ
か
き
ま
わ
し
て
去
っ
て
行

の
民
主
化
の
完
成
　
で
あ
る
が
故
に
切
り
離
窃
れ
た
学
年
団
　
っ
た
革
命
的
な
男
か
ら
独
立
し
、
侵
さ

と
そ
の
政
治
は
自
給
の
力
を
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
る
�
　
れ
な
が
ら
も
自
ら
の
尊
厳
の
実
を
給
ぷ

ざ
疎
外
字
忠
頴
　
こ
の
二
つ
の
テ
ー
ー
ゼ
が
自
己
疎
外
学
生
方
向
性
を
追
求
す
る
こ
と
は
四
年
生
連

に
徹
頭
徹
尾
媒
介
団
結
論
の
す
べ
て
で
あ
る
。
諸
々
の
学
　
絡
会
議
の
任
務
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
の
で
　
園
闘
争
に
お
い
て
大
胆
に
提
起
さ
れ
る
Ｉ
自
己
疎
外
学
生
団
結
論
は
Ｊ
ｒ

あ
る
。
こ
の
自
己
　
諸
々
の
理
論
Ｉ
労
働
力
商
品
生
産
工
場
　
と
し
て
の
明
確
な
形
を
と
ら
な
い
ま
で

疎
外
学
年
団
結
が
論
、
産
学
協
同
論
、
学
沓
刄
論
ｅ
ｔ
－

学
生
に
と
っ
て
、
　
ｃ
Ｉ
は
、
自
己
疎
外
学
生
団
結
論
を
持

″
自
己
疎
外
″
と
　
た
な
い
点
で
共
通
の
欠
陥
を
持
っ
て
お

し
て
意
識
化
さ
れ

て
い
く
過
程
を
媒

介
し
た
も
の
は
あ

の
学
生
会
館
闘
争

で
あ
っ
た
。
大
学

管
浬
法
案
は
流
産

す
る
に
至
っ
た

が
、
学
生
弾
圧
の

必
要
性
は
多
様
な

形
で
進
行
し
、
か

厚
岸
補
導
μ
と
い

う
概
念
を
ま
と
っ

て
学
生
弾
圧
の
位

鰻
付
の
下
に
学

生
会
館
が
全
国
的

に
作
ら
れ
て
い
っ

た
。
中
火
は
、
す

で
に
教
学
事
項
、

経
営
事
項
の
区
別
に
も
と
づ
い
て
教
学

事
項
に
つ
い
て
の
絶
対
的
権
限
を
民
主

化
闘
争
釜
尽
教
授
会
が
有
与
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
大
学

に
類
を
み
な
い
、
完
成
さ
れ
た
民
主
化

で
あ
っ
た
。
こ
の
完
成
さ
れ
た
民
主
化

の
上
で
学
生
弾
圧
の
文
部
省
的
表
爆
口

か
厚
生
補
導
″
の
担
い
手
と
し
て
教
授

余
談
蕩
し
た
の
で
あ
る
。
賢
明
な
彼

等
は
、
こ
の
文
部
省
的
概
念
を
教
育
者

－
被
教
育
者
と
い
う
関
係
一
般
に
解
消

し
″
弾
圧
μ
は
こ
の
関
係
一
般
に
媒
介

り
、
従
っ
て
大
学
と
お
い
て
政
治
が
存

在
す
る
根
拠
を
あ
ば
く
こ
と
が
出
来

ず
、
従
っ
て
学
園
闘
争
を
個
別
闘
争
と

し
て
河
ら
の
積
極
的
意
義
を
持
た
せ
る

こ
と
は
で
き
ず
、
従
っ
て
、
頭
に
は
高

尚
な
″
知
識
″
で
一
心
イ
だ
け
れ
ど
も
、

こ
と
人
間
の
問
題
に
関
す
る
限
り
か
マ

ー
ジ
ャ
ン
や
っ
て
酒
飲
ん
で
長
い
物

に
は
巻
か
れ
る
″
と
い
う
俗
流
人
生
哲

学
か
ら
初
め
て
踏
み
出
す
闘
争
へ
の
第

一
歩
、
自
己
の
過
去
を
媒
介
し
た
親
兄

弟
、
師
友
人
の
諸
関
係
に
思
い
を
め
ぐ

ら
し
、
将
来
の
就
職
の
事
ど
も
を
整
理

し
な
が
ら
自
己
を
み
つ
め
、
不
安
を
身

に
ひ
き
う
け
な
が
ら
も
権
力
の
ド
ウ
カ

ツ
は
た
じ
ろ
が
ず
、
自
己
か
ら
自
己
の

力
を
分
離
せ
ず
前
進
す
る
数
千
、
数
万

の
学
生
は
積
極
的
に
評
価
出
来
ず
、
結

局
諸
々
の
学
園
闘
争
は
自
己
の
党
派
に

幾
人
の
シ
ン
パ
が
出
来
た
か
に
よ
っ
て

し
か
評
価
出
来
な
い
ま
さ
に
革
命
的
な

偏
狭
さ
を
生
み
出
す
に
至
っ
て
い
る
。

学
園
闘
争
が
内
部
で
持
つ
論
理
＝
自

己
疎
外
学
生
団
結
論
と
は
か
か
わ
り
な

く
、
学
園
闘
争
の
中
に
無
媒
介
に
革
命

理
論
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
学
園

闘
争
は
革
命
題
論
の
一
つ
の
実
験
台
の

位
置
以
上
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
結
果
は
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

学
生
か
ら
み
れ
ぱ
、
゛
自
己
の
踏
み
出
し
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現
わ
れ
る
と
い
う
内
省
的
口
口
理
論
的
側

面
が
薄
弱
で
あ
り
、
た
め
に
我
々
の
闘

争
が
、
大
学
の
民
主
化
の
完
成
の
上
で

教
授
会
と
対
立
す
る
必
然
性
が
決
し
て

明
確
で
な
か
っ
た
。
た
め
に
、
誠
実
で

剪
勉
な
夜
間
部
学
生
後
力
並
び
に
全
学

連
加
盟
推
進
委
員
会
＝
民
青
同
と
の
不

―－

陵育午自己による自己の加工

芦館闘争は学生団結への転換点
・

１

ゼ
を
打
出
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
ケ
ニ
エ
と
し
て
献
上
し
て
も
よ
し
と
す

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
あ
ろ
う
か
汐
我
々
は
労
働
者
独

　
自
己
疎
外
学
生
団
結
論
に
媒
介
さ
れ
　
蕗
を
指
向
す
る
が
、
そ
れ
は
労
働
者
が

た
教
授
会
に
よ
る
大
学
社
会
の
貴
族
社
会
と
従
っ
て
個
人
の
再
生
産
の
必
須

主
義
的
編
成
に
盲
目
で
あ
る
こ
と
を
拒
　
条
件
で
あ
る
社
会
的
有
用
労
働
者
か
ら

否
す
る
な
ら
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
　
分
離
す
る
こ
と
従
っ
て
自
己
の
力
を
自

も
教
授
会
と
の
敵
対
な
く
し
て
″
学
生
己
か
ら
分
離
し
他
人
の
支
配
下
に
置
く

E｀‘…………‘…………“･¨……“¨………1

1川本　誠治1

:

…………………………….....………

j

の
学
生
会
節
は
あ
り
え
な
い
。
。

　
こ
の
こ
と
は
、
自
己
疎
外
学
生
団
結

論
に
永
遠
性
を
附
与
す
る
と
こ
ろ
の
教

育
者
－
被
教
育
者
と
い
う
関
係
一
般
を

今
す
こ
し
検
討
す
れ
ば
更
に
閲
薗
と
な

る
。
″
教
育
ぷ
と
い
う
人
間
的
作
業

　
「
他
人
」
に
よ
る
「
自
己
」
の
加
工
で

あ
る
が
、
他
人
に
よ
る
自
己
の
加
工
が

可
能
で
あ
る
の
は
「
自
己
の
力
」
に
よ

る
「
自
己
」
の
加
工
が
可
能
で
あ
る
限

り
に
於
い
て
で
あ
る
。
「
自
己
の
力
」

に
よ
る
「
自
己
」
の
加
工
は
、
「
自

己
」
が
「
自
己
の
力
」
を
「
自
己
」
か

ら
切
り
離
さ
な
い
と
い
う
自
己
関
係
の

上
に
の
み
、
他
人
に
よ
る
″
教
育
μ
と

い
う
人
間
的
作
業
は
遂
行
可
能
な
の
で

ヽ
あ
る
。
従
っ
七
″
教
戸
と
い
う
概
念

　
は
、
「
自
己
」
が
「
自
己
の
力
」
を

　
「
自
己
」
か
ら
切
り
離
し
て
他
人
の
支

　
配
下
に
泄
く
と
い
う
″
自
己
疎
外
″
と

　
い
う
概
念
を
内
包
す
る
「
他
人
」
に
よ

　
る
「
自
温
の
加
工
は
″
教
奇
μ
と
い

　
う
衣
を
着
た
μ
弾
圧
″
で
あ
る
。
従
っ

　
て
教
育
者
Ｉ
被
教
育
者
と
い
う
関
係
一

　
般
の
展
開
は
、
自
己
疎
外
学
生
ぽ
結
論

１
‐
一
へ
ー
’

自
治
″
は
自
ら
を
純
化
し
て
″
教
授
会

の
自
詐
と
な
っ
た
が
同
時
に
、
い
わ

ゆ
る
労
働
者
団
体
で
あ
る
彼
等
は
一
方

で
学
生
団
結
の
自
己
疎
外
を
他
方
で
自

己
関
係
的
学
生
団
結
の
官
憲
へ
の
売
り

渡
し
を
、
Ｌ
ｙ
ｌ
ゼ
と
し
て
確
立
し
た
。

我
々
は
職
層
概
念
に
階
級
概
念
を
混
同

こ
と
を
要
求
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
の
対
　
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
己
関
係
的
学
生

抗
関
係
に
お
い
て
、
自
己
の
カ
を
自
己
　
団
結
は
ぷ
問
の
自
由
ｊ
と
対
立
す
る

か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
拒
否
し
、
自
己
　
も
の
で
は
な
い
が
、
″
学
問
の
自
由
″

の
力
に
対
す
る
自
己
の
支
配
を
労
働
者
　
の
必
然
的
帰
結
と
し
て
の
″
大
学
の
自

権
力
と
し
て
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
社
治
″
な
る
″
教
授
会
の
自
治
″
は
自
己

会
と
従
っ
て
個
人
の
継
続
的
な
再
生
　
関
係
的
学
生
団
結
を
売
り
渡
す
こ
と
を

産
の
必
須
条
件
は
、
（
１
）
社
会
的
有
　
テ
ー
ゼ
と
し
て
か
か
げ
る
の
で
あ
る
汐

用
労
働
の
担
い
手
で
あ
る
労
働
者
と
　
自
己
関
係
的
学
生
団
結
が
対
立
す
る
の

（
２
）
社
会
的
有
用
労
馳
の
担
い
手
に
　
は
″
学
問
の
自
由
″
で
は
な
く
、
自
己

な
る
学
生
と
を
含
む
。
で
あ
る
過
程
の

主
体
で
あ
る
労
働
者
団
結
の
自
己
疎
外

の
克
服
を
労
働
者
権
力
に
結
晶
化
す
る

こ
と
は
、
に
な
る
過
程
の
主
体
で
あ
る

学
生
が
学
生
団
結
の
自
己
疎
外
の
克
服

を
大
学
権
力
と
対
抗
関
係
に
お
い
て
学

生
権
力
と
し
て
結
晶
化
す
る
こ
と
と
矛

盾
す
る
こ
と
で
は
な
く
相
互
媒
介
的
で

あ
る
。
自
己
疎
外
学
生
団
結
に
媒
介
的

で
あ
る
。
自
己
疎
外
学
生
回
結
に
媒
介

さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
治
の
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
と
し
て
の
教
授
会
に
よ
る
貴

族
主
義
的
特
権
政
治
を
否
定
し
、
自
己

疎
外
学
生
団
結
を
自
己
関
係
的
学
生
団

結
と
し
て
の
学
生
権
力
と
し
て
結
晶
化

す
る
こ
と
は
典
座
主
義
運
動
に
お
け
る

を
基
礎
付
け
る
の
で
は
な
く
逆
に
、
自
　
「
に
な
る
過
程
」
の
主
体
で
あ
る
学
生

己
蔵
外
学
生
団
結
論
の
否
定
に
導
く
。
　
の
固
有
の
任
務
で
す
ら
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
し
て
、
教
育
者
―
被
教
育
　
　
（
１
）
自
己
疎
外
労
働
者
団
結
か
ら

者
と
い
う
関
係
一
般
か
ら
の
自
己
疎
外
　
自
己
関
係
的
労
働
者
団
結
（
＝
労
働
者

学
生
団
結
論
の
レ
テ
ル
ニ
テ
ぼ
、
教
育
権
力
）
へ
と
い
う
契
機
と
（
２
）
自
己

的
な
衣
を
着
た
″
弾
圧
″
に
媒
外
さ
れ
疎
外
学
生
団
結
か
ら
自
己
関
係
的
学
生

だ
教
授
会
の
貴
族
的
特
権
政
治
の
イ
デ
団
結
（
日
日
学
呟
権
力
）
へ
と
い
う
契
機

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
／
＼
ぼ
、
労
働
者
独
裁
の
基
本
的
な
二
契
機

　
全
加
推
、
夜
間
部
学
生
視
力
Ｈ
‥
民
青
　
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
の
従
っ
で
諸
個

疎
外
学
生
ぽ
結
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
教

授
会
の
職
層
的
な
貴
族
主
義
的
特
権
政

治
で
あ
る
汐
教
授
会
が
教
育
者
研
究
者

団
体
で
あ
る
と
い
う
帰
属
点
、
あ
る
い

は
労
働
者
団
体
と
い
う
帰
属
点
を
も
っ

と
し
て
も
、
を
れ
は
自
己
関
係
的
学

生
団
結
と
対
立
し
な
い
。
と
す
れ
ば
一

体
誰
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
治
の
メ
タ
モ
ル

フ
ォ
ー
ゼ
と
し
て
の
大
学
に
お
け
る
貴

族
主
義
的
一
特
権
政
治
の
担
い
示
か
？

大
学
を
教
授
会
の
自
治
と
し
、
官
憲
導

入
の
テ
ー
ゼ
を
ｍ
‥
り
あ
げ
た
と
こ
ろ

の
労
働
者
で
も
な
く
、
教
育
研
究
者
で

も
な
い
と
こ
ろ
の
教
授
の
団
体
と
は
何

か
�

　
我
々
は
学
館
闘
争
が
、
自
己
疎
外
学

生
団
結
か
ら
自
己
関
係
的
学
生
団
結
へ

の
巨
大
な
全
学
生
的
転
換
で
あ
っ
た
こ

と
を
は
っ
き
り
と
確
認
し
、
自
己
疎
外

学
生
団
結
に
媒
介
さ
れ
た
大
学
の
民
主

化
の
完
成
は
大
学
社
会
の
教
授
会
に
よ

る
貴
族
主
義
的
特
権
政
治
で
あ
り
、
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
政
治
の
大
学
的
メ
タ
モ
ル
フ

ォ
ー
ゼ
に
す
ぎ
な
い
本
質
を
は
っ
き
り

と
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
の
い
わ
ゆ
る
″
激
論
尹
の
本
質
　
人
の
継
続
的
な
再
生
産
過
程
　
　
一
に
　
　
我
々
に
と
っ
て
は
学
館
闘
争
は
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ

は
、
学
生
団
結
を
教
授
会
の
貴
族
的
特
は
「
で
あ
る
過
程
」
と
「
に
　
る
過
　
の
民
主
化
の
完
成
の
上
で
成
立
し
て
い

権
政
治
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
集
約
せ
ん

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
等
の
任
務

は
、
教
授
会
の
貴
族
的
特
権
政
治
の
宣

教
師
の
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

彼
等
は
大
学
の
民
主
化
の
完
成
が
自
己

疎
外
学
生
団
結
論
に
媒
介
さ
れ
た
教
授

程
」
を
持
つ
こ
と
。
第
二
に
は
「
に
な

る
過
程
」
を
媒
介
す
る
″
教
育
ｊ
と
い

う
人
間
的
作
業
は
‘
「
自
己
疎
外
」
と
い

う
契
機
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
「
で
あ
る
過

程
」
は
「
に
な
る
過
程
」
に
媒
介
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
夜
間
部
学
生
権
力
＝

民
責
問
に
と
っ
て
は
大
学
の
民
主
化
の

未
完
成
の
故
に
学
館
闘
争
が
起
っ
て
い

る
の
で
あ
る
汐
た
め
に
彼
等
は
大
学
の

民
主
化
の
完
成
を
ゴ
入
学
の
自
愉
ｚ
と

言
っ
た
が
そ
の
中
味
を
決
し
て
語
ら
な

・
　
、
聊

　
　
　
　
ど

タ
｀
鋏
よ
ヽ
イ
．
”
｀
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